






















ドレンホース

排水口

排水ホッパー

排水口空間
　50mm以上
(HASS206による）

排水配管

排水ます

排水配管

排水ます

貯湯タンクユニット

給水配管止水栓

ヒートポンプ往き（水）
配管止水栓

絶縁パイプ

浴槽循環口

サーモスタット付き
湯水混合栓

ヒートポンプユニット

ドレン
ホース

※水源水圧200kPa以上

ふろ配管(15A,10A）

ヒートポンプ戻り(湯)配管(10A)

ヒートポンプ往き(水)配管(10A)

　　簡易基礎
許容荷重400N以上

ヒートポンプ接続口
　　(R1／2)

浴槽

給湯配管(20A)

給水配管(20A)
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標準配管例

5-2.配管例

配管工事5

●ヒートポンプ配管

・往き(水)、戻り(湯)を合わせて接続してください。試運転時に戻り(湯)配管の表面を触って熱いことを確認してください。
・配管には逆止弁・流れのさまたげになるものを取付けないでください。
・ペアチューブは使用せず、必ず独立した配管とし、保温材を巻いてください。
・配管接続前に通水し、配管内のゴミ等を取り除いてください。
・ヒートポンプ配管のつぶれやつまり、試運転でのエア抜き不良等があると、リモコンに「H-E02、H-E03」エラーが表示され、
　わき上げできません。

●全体図

●排水口付近拡大図

●設置例図

・排水口と排水ホッパーの中心位置を確実に合わせます。
　(中心位置がずれていると、排水時に水が飛び散って
　床面を濡らすことがあります。）
・ドレンホースは貯湯タンクユニットの底面より上にならな
　いようにして排水ホッパーへ導いてください。また、
　ドレンホースの先端は水に浸からないようにご注意く
　ださい。(排水性能が著しく低下します。）
・ドレンホースは切断しないでください。
・ドレンホースが排水ホッパーから外れそうなときは
　針金などで固定してください。
・ドレンホースが排水の中に入っていると、汚水を吸い上げる
　場合がありますので、必ず50mm以上空間を確保してください。

■排水口付近拡大図

●施工時の注意事項

・貯湯タンクユニット及びヒートポンプユニットの
　排水配管には必ず排水トラップを設置してください。
　排水トラップがないと浄化槽などから下水ガスが
　逆流して、製品が著しく腐食し、故障します。

○腐食が発生しない

×腐食が発生する

●凍結のおそれのある地域では、水抜きバルブを給水、給湯、ふろ配管、ヒートポンプ配管の
　最も下になる部分に設置してください。給水、給湯、ふろ配管に凍結予防ヒーターを施工してください。


























































